
３／２０のＹデッキ宣伝は、当

初春闘宣伝を予定していましたが、

東日本大震災の未曾有の事態が発

生し、松本議長の提案により、義

援募金の取り組みに変更しました。

震災発生から９日が経過してお

り、また各団体が連日のように募

金に取り組む中、充分な取り組み

とはなりませんでしたが、８人で

１時間の取り組みの中、１８，２

０５円の義援金が集まりました。

この日は、日本共産党の縦線後

援会もロングラン募金行動を展開

しており、横三労連が行動をした

時間帯には、ひまわり後援会の皆

さんが行動しておられました。

３／６には、暖かな日差しの中

大通り公園で県民集会が開催され、

２千人の参加者が、かもい勝利を

誓いあいました（左下写真）。集

会では、日航を解雇された方々の

訴えが共感を呼びました。県知事

選挙は、４／１０投開票され、か

もい候補は４６６，２２３票を獲

得しましたが、及びませんでした。

３／１３（日）のメンテナンス・

シンポジウム（成功させる会主催）

は、震災発生により、延期の意見

もありましたが、福島第一原発の

事故に関する内容を加えて開催さ

れ、約６０人が参加しました。当

日は、原発事故の深刻化が進行中

で、休憩時間にテレビのニュース

で情報収集を行いながらの、異例

の集会となりました。

また、ヨコスカをよくする会

原子力分科会は４／１０に集いを

開き、予想を大幅に上回る３５人

が参加、放射能モニタリングと今

後の運動のあり方について話し合

いました。横須賀では、３／１５

に空間放射線量が急増し、３／２

１頃からも上昇、現在減少傾向に

ありますが、一時は横須賀港内の

海水線量が上がり、水道水からも

放射性ヨウ素が検出されました。

うわまち病院労組、新歓に成功！

うわまち病院では、今年も４０名ほどの新人が入ってきまし

たが、４／６に労働組合説明会を開催、１１名が参加して、こ

の日だけでも２名が加盟しました。また、都合が悪くて資料だ

け持参された人も、２０名近くいました。うわまち病院労働組

合では、毎年組合説明会を計画していましたが、日程の設定な

どがなかなかうまく行かず、苦労していました。今年は、配属

される職場が早くに決まり、配属される職場の先輩からの誘い

に、友達と誘い合う中で説明会に多数の新人が参加されました。

地域の労働者と青年の結集をめざす
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原発事故で、放射能への
関心が高まる！

東日本大震災義援募金行動を展開！


